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農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル 農業施設等へのソーラーパネル設置資金の提供 

ＪＡ名 みっかび（静岡県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

畜産農家や施設園芸農家の廃業にともなう施設跡地の有効利用や柑橘貯蔵用施

設の年間活用などが話題となっていた。平成２４年度に経済産業省から提出され

た太陽光発電買取制度を活用して、農業用施設等の有効利用を提案した。 

 

 

２ 概要 平成２４年１２月に業用資金として「ソーラーパネル設置資金」という商品を

販売した。ソーラーパネル設置工事については農協の購買担当部署に依頼し、住

宅ローン・リホームローンで対応できない設置資金等について金融課で対応する

こととした。 

農協に工事を依頼すると金利軽減を行う商品とした。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年度中はこの商品の申し込みはなかったが、２５年度には８件、実行

金額で４，３０５万円の融資実行を行った。 

 設置場所としては、柑橘倉庫の屋根７件、畜舎跡地に１件という内容であった。

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 太陽光発電施設の設置希望が、予想よりも大型化しており、１，０００万円と

いう融資限度額では対応できなくなってきたため、限度額を３，０００万円に拡

大をして提供します。 

 

 

 

 

 


